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国産 SAF の商用化および普及・拡大に取り組む「ACT FOR SKY」に加盟 
～ 業界横断連携等への支援を通じ、企業や社会の成長・課題解決に貢献～ 

 

 

株式会社みずほ銀行（頭取：加藤 勝彦）は、持続可能な航空燃料（SAF：Sustainable 

Aviation Fuel）の普及・拡大を通じてカーボンニュートラルな空の実現を目指すオールジ

ャパンの取り組み「ACT FOR SKY」（※）に、金融機関として初めて加盟しました。 

 

航空業界では ICAO（国際民間航空機関）が、国際航空輸送分野における CO2 排出量抑制

を目標とするなか、将来的に最も削減効果の高い対応策は SAF の活用とされています。さら

に、ICAO 総会では 2050 年カーボンニュートラルを目指す長期目標が採択され、各国による

2024 年以降の CO2 排出量を 2019 年の 85％に抑制することが決定されるなど、SAF に対する

ニーズは各国でより高まっています。 

日本政府は 2021 年 12 月、2030 年時点の SAF 使用量について、「本邦エアラインによる燃

料使用量の 10%を SAF に置き換える」という目標を設定しました。国産 SAF の導入に向けた

安定供給体制を早期に構築するため、資源循環システムの構築等を通じた原料収集や、生産

能力といった課題の解決および、それに向けた各業界の横断連携や共通課題の解決が必要と

なっています。 

〈みずほ〉は、国産 SAF の商用化および普及・拡大に向け、SAF やそのサプライチェーン

およびバリューチェーンの構築に関する情報発信や各種調査業務等を通じて、業界横断連携

や政策立案等への支援を行っており、それらの取り組みをさらに発展・拡張する観点から、

「ACT FOR SKY」への加盟に至りました。 

 

〈みずほ〉は、気候変動対応や脱炭素社会への移行など、持続可能な社会の実現に向けた

取り組み（サステナビリティアクション）を強化しています。 

「ACT FOR SKY」の一員として、総合金融グループの知見を活かしつつ、SAF に関連する

各種調査をはじめ、資源循環型社会の実現を目指した業界横断的な連携や取り組みへの支援、

脱炭素化に向けた事業の強化・転換に資する助言やソリューション提供、更にはサステナブ

ルファイナンス・環境ファイナンス等による資金調達支援等に積極的に取り組んでいきます。 

 

 

※ ACT FOR SKY URL： https://actforsky.jp/ 
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